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回数 回数
第 第

1 16

回 回

第 第

2 17

回 回

第 第

3 18

回 回

第 第

4 19

回 回

第 第

5 20

回 回

第 第

6 21

回 回

第 第

7 22

回 回

第 第

8 23

回 回

第 　

9 　

回 　

第 　

10 　

回 　

第 　

11 　

回 　

第 　

12 　

回 　

第 　

13 　

回 　

第 　

14 　

回 　

第 　

15 　

回 　

地１必・社免歴免必地１必・社免歴免必地１必・社免歴免必地１必・社免歴免必

るかについて概説する。授業の方法としては講義でとりあげられた事象および関連事項について、履修者がフォローし、自らの関心

（２）同上

（１）明治以降の日本の工業発展と工業地域の形成

（５）資源としての農村景観

３．工業　ー日本を中心としてー

（４）農業生産と環境

（２）農業生産・農作物貿易

（３）同上

（４）同上

まとめ

２．食糧・農業

（１）食糧自給率ー国際比較ー

（３）人口減少地域

（４）人口移動とその影響

４．第三次産業・都市

（１）中枢管理機能の都市への集中

（２）同上

（３）国際都市

１．人口

（１）世界における人口増加

（２）人口増加地域

（３）　同上　

Ⅱ　人文地理学の諸分野

（３）日本企業の海外進出

（４）経済のグローバル化

（５）地域間格差

（１）　IGUワシントン会議・オランダ会議テーマ他

（２）　同上

ガイダンス・評価の方法

Ⅰ　地理学の課題・領域

前期試験（無し）、後期試験（有り）、レポート（有り）

年間２回以上のレポート提出。このレポートは単位取得のためには不可欠。なお、提出日以降は受け付けず。

    

 

特に用いず、必要に応じ資料配布

　　　 なが  　　しま 　　　ひろ　　 　みち

人口、食糧・農業、工業等を中心として人文地理学において今日どのようなことが課題としてとりあげられてい

領域の拡大につながるようにしたい。

（英文名）

人文地理概説人文地理概説人文地理概説人文地理概説
Introduction  to  Human  Geography

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備

４単位

平成１３年度　　文学部　　授業計画表［syllabus］

科目名

長長長長 島島島島 弘弘弘弘 道道道道

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備
【授業計画】

授業のねらいと概要：

教科書と参考図書：

評　価　法　：
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